
　1944年10月３日、米統合参謀本部は、ニミッツ元師に対して「1945年３月１日までに琉球列島内で島を一つ、あ

るいはそれ以上占領するよう」指令を発しました。写真の文書は、統合参謀本部が1944年11月６日付で作成した上

陸計画案に含まれる作戦図です。1945年１月６日に大平洋地域総司令部が作成した嘉手納・読谷地域を上陸地点

とする「アイスバーグ作戦計画」が採用決定されるまで、緻密な作戦計画が立てられました。�

Airfields and probable enemy�
dispositions as of D-day�
（上陸時における飛行場及び予想される敵の位置）�

Concept of naval operation（海軍の作戦構想）�

Plan for Seizure of the Ryukyus（琉球奪取計画）　0000005687



　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
、
こ
れ
ま
で

一
般
行
政
の
経
験
し
か
な
い
私
が
、
学

問
的
で
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
公
文
書

館
長
と
い
う
職
責
が
果
た
せ
る
か
、
不

安
な
気
持
ち
と
そ
の
責
任
の
重
さ
を
噛

み
し
め
な
が
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
。�

　
当
館
は
、
平
成
七
年
八
月
に
開
館
し
、

今
年
は
開
館
十
年
目
と
な
る
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
県
内
を
始
め

国
内
外
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
琉

球
政
府
文
書
、
沖
縄
県
文
書
、
琉
球
列

島
米
国
民
政
府
文
書
（
U�
S�
C�
A�
R
文
書
）
、

中
琉
関
係
档
案
史
料
等
を
収
集
し
、
保

存
し
、
そ
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。�

　
公
文
書
は
、
そ
の
時
代
、
社
会
を
映

す
鏡
と
し
て
、
現
在
の
人
々
に
過
去
の

歴
史
を
語
り
か
け
、
未
来
を
啓
示
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
の
証

人
で
あ
る
公
文
書
等
を
保
存
し
、
後
世

へ
託
す
こ
と
が
公
文
書
館
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
今
年
は
、
二
十
万
人
余
の
尊
い
人
命

を
奪
い
、
貴
重
な
歴
史
資
料
や
文
化
遺

産
を
焼
失
さ
せ
た
沖
縄
戦
が
終
結
し
て

六
十
年
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
当
館

で
は
八
月
に
「
公
文
書
等
の
記
録
資
料

に
見
る
沖
縄
戦
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。
残
さ
れ
た
「
記

録
資
料
」
等
を
通
し
て
歴
史
を
検
証
す

る
社
会
的
記
憶
装
置
と
し
て
、
県
民
に

開
か
れ
た
施
設
と
し
て
、
県
民
の
皆
様

が
過
去
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

未
来
を
展
望
す
る
「
機
会
と
場
所
」
と

し
て
、
公
文
書
館
が
評
価
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
館
を
運
営
す
る
に
は
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
民
の
皆
様

が
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
、
県
民
に

親
し
ま
れ
る
公
文
書
館
運
営
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

戦闘の様子を撮影する従軍カメラマン�
降伏調印文書�

アイスバーグ作戦計画書�

館  長　　長田　勉�

ユ

ー

ス

カ

ー

�

と
う
あ
ん
�

　沖縄戦終結から60年。今年度の特別企画展では、米軍が1945年3月から展開した沖縄進攻作戦

計画「アイスバーグ作戦」を中心に、沖縄県公文書館が米国国立公文書館等から収集した沖縄戦

関連資料をご紹介します。�

場所　沖縄県公文書館　展示室　　　　会期　平成17年8月2日(火)～10月2日(日)

な が た � つとむ�



　
今
年
は
沖
縄
戦
終
結
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
年

の
節
目
。
巷
で
は
沖
縄
戦
を
検
証
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
や
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
て
、
当
館

で
も
、
今
夏
、「
公
文
書
等
の
記
録
資
料
に
見
る

沖
縄
戦
」
と
題
し
た
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。�

　
「
公
文
書
等
…
」
と
銘
打
っ
た
の
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
公
文
書
の
保
存
利
用
機
関
と
し
て

の
当
館
の
特
色
を
出
そ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
中
心
と
な
る
展
示
資
料
も
、
当

館
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
独
自
に

集
め
て
き
た
文
書
、写
真
、映
像
フ

ィ
ル
ム
な
ど
で
、
他
で
は
な
か
な

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
ば

か
り
で
す
。�

 

さ
て
、
資
料
と
言
え
ば
、
沖
縄
戦

に
お
い
て
も
、
日
米
両
軍
は
作
戦

遂
行
の
た
め
に
膨
大
な
文
書
を
作

成
し
ま
し
た
。し
か
し
、勝
者
と
敗

者
の
違
い
、
記
録
管
理
体
制
の
違

い
な
ど
か
ら
、
残
さ
れ
た
記
録
の

量
に
は
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。�

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
沖
縄
戦
が
始

ま
る
十
年
以
上
も
前
に
す
で
に
国

立
公
文
書
館
が
開
館
し
、
軍
部
を

含
め
た
連
邦
政
府
の
記
録
管
理
体
制
が
出
来
上

が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
戦
争
と
い
う
特
殊
な

状
況
の
中
で
さ
え
、
作
ら
れ
る
公
文
書
の
行
き

先
は
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
は
、
南
北
戦
争
や
第
一
次
世
界
大
戦

の
経
験
か
ら
、
国
家
と
し
て
の
「
体
験
」
を
記
録

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
大
学
教
授
や
歴
史
家
な
ど
か
ら

成
る
歴
史
部
隊
を
配
属
し
、
戦
闘
の
様
子
を
写

真
や
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
た
だ
け
で
な
く
、
兵
隊

の
生
の
声
も
記
録
し
て
い
き
ま
し
た
。�

　
現
在
、
そ
れ
ら
の
記
録
は
米
国
国
立
公
文
書

館
に
納
め
ら
れ
、
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、各
部
隊
ご

と
に
作
戦
の
詳
細
を
記
録
し
た「
ア
ク
シ
ョ
ン
・

レ
ポ
ー
ト
」は
、陸
軍
全
体
で
二
万
箱
以
上
あ
り
、

そ
の
中
に
沖
縄
戦
に
関
す
る
箱
が
少
な
く
と
も

五
百
四
十
八
箱
あ
り
ま
す
。
海
軍
で
は
約
千
七

百
箱
の
う
ち
三
百
八
十
七
箱
、
海
兵
隊
で
は
約

三
百
六
十
箱
の
う
ち
四
十
九
箱
が
沖
縄
戦
に
関

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
作
戦
の
計
画
、
軍
政
、

医
療
、
諜
報
活
動
な
ど
の
記
録
を

含
め
る
と
、
そ
の
量
は
数
倍
に
膨

れ
上
が
り
ま
す
。ま
た
、現
時
点
で

分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
写
真

約
一
万
二
千
枚
、
映
像
フ
ィ
ル
ム

約
千
本
、
空
中
写
真
約
三
千
二
百

枚
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
日
本
側
の
記
録
の
多
く

は
、
爆
撃
や
戦
闘
の
最
中
に
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。中
に
は
、作

戦
を
敵
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
軍
命
に
よ
り
故
意
に

廃
却
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

廃
却
を
免
れ
た
記
録
は
、
米
軍
に

よ
っ
て
没
収
さ
れ
、
そ
の
大
部
分

が
日
本
政
府
に
返
還
さ
れ
ま
し
た

が
、
質
量
の
点
か
ら
米
軍
の
そ
れ
と
は
比
較
に

な
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
沖
縄
戦
に
関
す

る
新
た
な
事
実
が
米
軍
の
記
録
か
ら
明
ら
か
に

な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。よ
く「
記
録

無
く
し
て
歴
史
な
し（N

o record
s, n
o h
istory

.

）」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
ア
メ
リ
カ
側
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
我
々
の
沖
縄

戦
の「
記
憶
」も
今
と
は
違
う
も
の
に
な
っ
て
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。�

（
公
文
書
専
門
員  

仲
本
和
彦 

米
国
駐
在
）�

　
津
波
古
充
勝
さ
ん
は
、元
県
庁
職
員
で
、琉
球
政

府
文
書
の
保
存
に
深
く
関
わ
っ
た
方
で
す
。
当
時

の
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。�

��

―
琉
球
政
府
を
経
て
沖
縄
県
職
員
時
代
に
関

わ
っ
た
最
も
印
象
に
残
る
事
業
は
？�

　
復
帰
前
の
毒
ガ
ス
輸
送
、本
土
復
帰
記
念
式
典
、

若
夏
国
体
、
７･

３
０(

交
通
方
法
変
更)

、
海
邦
国

体
等
行
政
の
主
な
事
業
に
関
わ
っ
た
。
中
で
も

毒
ガ
ス
移
送
の
時
は
、
渉
外
課
で
渉
外
調
査
官

と
し
て
働
き
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
や
経
済

的
損
失
に
関
す
る
補
償
の
交
渉
を
担
当
し
ま
し

た
。
復
帰
ま
で
に
沖
縄
か
ら
毒
ガ
ス
を
す
べ
て

撤
去
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
い
で
住
民
を

説
得
し
て
回
っ
た
が
、
そ
の
危
険
性
を
な
か
な

か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。�

�

―
文
書
管
理
に
つ
い
て
　
琉
球
政
府
時
代
、米

国
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
影
響
は
受
け

な
か
っ
た
の
で
す
か
？�

　
職
員
の
研
修
に
、琉
球
政
府
が
行
う
研
修
、日

本
政
府
に
よ
る
研
修
、
米
国
民
政
府
に
よ
る
研

修
が
あ
っ
た
。
米
国
へ
は
主
に
医
療
関
係
者
が

行
き
、
私
は
日
政
援
助
で
本
土
へ
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
研
修
に
三
ヶ
月
行
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
米
国
統
治
時
代
と
い
っ
て
も
文
書
管

理
や
編
綴
法
な
ど
は
殆
ど
日
本
の
方
式
を
採
用

し
て
い
た
。た
だ
、現
在
と
違
う
の
は
文
書
課
に

翻
訳
官
が
い
た
。
米
国
民
政
府
の
文
書
は
す
べ

て
翻
訳
さ
れ
、
各
部
局
に
配
布
さ
れ
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。�

�

―
琉
球
政
府
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
苦
労
し

た
事
は
何
で
す
か
？�

　
　
復
帰
前
は
、職
員
の
多
く
は
復
帰
に
伴
う
様
々

な
業
務
に
追
わ
れ
、
過
去
の
文
書
の
こ
と
ま
で

は
と
て
も
手
が
回
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や

そ
れ
を
保
存
し
よ
う
と
い
う
意
識
も
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。そ
れ
に
、行
政
の
手
続

き
等
は
復
帰
後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

一
部
の
文
書
は
手
元
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば

仕
事
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
あ
の
時
は
、

捨
て
な
い
よ
う
に
と
文
書
で
依
頼
す
る
だ
け
で
、

実
際
に
は
何
も
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。�

�

―
公
文
書
館
職
員
へ
期
待
す
る
も
の
は
？�

　
　
琉
球
政
府
文
書
は
、
沖
縄
の
戦
後
の
歴
史

を
記
録
し
た
行
政
文
書
で
あ
り
、
公
文
書
館
設

立
の
キ
ッ
カ
ケ
と
も
な
っ
た
資
料
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
の
資
料
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

多
く
の
人
々
の
熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

し
っ
か
り
保
管
し
て
、
県
の
行
政
や
歴
史
研
究

に
役
立
て
ら
れ
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。
我
々

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
引
き
継
い
で
、
日
々

研
鑽
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

�

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！�

ナ
ナ 

 

サ
ン
マ
ル�

：
�

つ
は
こ
じ
ゅ
う
し
ょ
う�

へ
ん
て
い�



　戦後60年という節目を迎え、沖縄戦への関心が高まっています。沖縄県公文書館では、1997年から米国
国立公文書館（NARA）を中心に、米国から沖縄戦関連資料の収集を行ってきました。これまで、USCAR
文書をはじめとする米国政府の沖縄統治関係資料の調査・収集を行っていますが、沖縄戦は、米国の沖縄
統治の始まりであり、沖縄戦関連資料は、戦後27年間の沖縄統治政策への対応を知る上で、大切な役割を
果たしています。今回は収集資料を、文書、写真、映像、空中写真の４つに分けてご紹介します。�

沖縄戦は、米軍の陸海空軍総力を結集した戦闘でした。米国は、

1910年代から沖縄を対日本攻撃の作戦基地として重視し、長い歳月

をかけて緻密な準備を進めていきました。米軍上層部である総合参謀

本部の決定、各部隊の戦闘報告書、基地建設図など、沖縄戦の計画か

ら実行、その後占領するまでの過程を見ることができます。�

映像資料は、従軍カメラマンが撮影した未編集フィルム、こ

れらを編集・制作した広報映画、ニュース映画の３つに大き

く分かれます。これまでに60巻を公開しています。平成16

年度に新たに59巻を収集し、うち27巻を６月に公開しました。�

従軍カメラマンが撮影した写真を、NARAを中心に収集してい

ます。写真は被写体だけでなく、背景に映る住宅、道路など建

築に関する情報や、地勢など情報を含む重要な資料となってい

ます。沖縄戦関係写真は、1945年に撮影された写真を中心に約

4,000枚公開しています。�

[沖縄上陸に始まる米軍沖縄占領一年をまとめた小冊子　0000025603]

[カムフラージュされた溝で発見された住民　0000008337］�

[名護に入る米軍。このフイルムでは4月5日から二日間、恩納村や�

名護における戦闘の様子を記録している　0000017716]



2005.6.30

空中写真は、作戦地図に必要な地形情報を得るために撮影

されました。1944年9月から1945年にかけて撮影された空

中写真3,213枚を収集・公開しています。�

［石垣島には戦前、日本軍が沖縄に建設した15の飛行場のうち、３つ

の飛行場がありました。空中写真でその姿を確認することができま

す。飛行場跡地は、現在、石垣空港として使用されています。�

海軍石垣島南飛行場（平得飛行場）　0000020808、0000020810］�

　公文書は、米国国立公文書館などから収集したものです。私文書は、米国の沖縄統治機関に在職した個

人などから寄贈されたものです。�

資　料　名�

写真資料�

陸軍地上部隊司令部謀報報告書�

通信隊映像資料�

航空隊映像資料�

工兵局米軍作戦地図�

工兵局／報告書、部隊史、指示書類�

工兵局／基地、飛行場建設関係�

工兵局／雑書�

工兵局／計画、作戦に関する極秘文書�

基地建設関連写真�

戦闘地域関連文書�

陸軍長官室映像資料�

運輸局長室歴史的プログラム�

写真資料�

海軍作戦部長室�

沿岸警備隊写真資料�

写真資料�

歴史調査センター沖縄戦関資料�

出処�

陸軍�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

海軍�

�

�

空軍�

資　料　名�

モートン・L・デイヨ文書�

ノールズ文書�

上陸作戦地図�

憲兵隊長文書�

日本軍無線傍受日報�

写真資料�

空中写真�

地域別ファイル1942-1945�

映像資料�

映像資料�

軍政報告書、降伏宣伝ビラ、�

写真など�

空中写真、映像フィルム�

�

米軍作戦地図、写真など�

�

出　処�

米国議会�

�

�

�

国家安全保障局�

海兵隊�

国防謀報局�

総合参謀本部�

財務省�

戦略情報室�

エドワード・�

フライマス�

ゴードン・�

ワーナ－�

トーマス・�

マーフィン�

数量�

1,299枚�

15件�

2件�

37件�

84件�

6件�

12件�

4件�

7件�

2件�

34件�

8件�

15件�

278枚�

218枚�

48枚�

727枚�

98件�

数量�

1件�

1件�

1件�

1件�

39件�

1,587枚�

3,213枚�

25件�

2件�

9件�

27件�

�

84件�

�

35件�

公
　
　
　
　
　
　
　
文
　
　
　
　
　
　
　
書�

公
　
　
　
　
　
　
文
　
　
　
　
　
　
書�

私
　
　
　
文
　
　
　
書�



公
文
書
館
の
閲
覧
室
は
広
々
と
見
晴
ら

し
も
よ
く
、
静
か
で
快
適
な
環
境
で
す
。

閲
覧
窓
口
に
電
話
や
手
紙
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
等
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
こ
れ
ま
で
に

受
け
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
か
ら
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。�

�

　
一
九
七
五
年
に
開
催
さ
れ
た
海
洋
博

の
写
真
を
出
版
物
に
掲
載
し
た
い
の
で

す
が
、
写
真
資
料
は
あ
り
ま
す
か
。�

　（
財
）沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
協
会
文

書
の
中
に
写
真
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
あ

り
ま
す
。
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
は
ラ
イ
ト
テ

ー
ブ
ル
で
閲
覧
し
た
後
、
希
望
の
写
真

が
あ
れ
ば
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

�

　
復
帰
前
、
石
川
市
で
起
こ
っ
た
ジ
ェ

ッ
ト
機
墜
落
事
故
に
関
す
る
写
真
資
料

は
あ
り
ま
す
か
。�

　
琉
球
政
府
関
係
写
真
資
料
及
び
米
国

国
立
公
文
書
館
よ
り
収
集
し
た
写
真
の

中
に
、
当
時
の
太
田
行
政
主
席
が
被
害

者
を
見
舞
う
様
子
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

但
し
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
非
公

開
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
写
真
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
故
後
の
様
子
が
撮

影
さ
れ
た
映
像
資
料
が
あ
り
、
館
内
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

　
一
九
六
九
年
の
市
町
村
合
併
促
進
協

議
会
の
答
申
書
は
あ
り
ま
す
か
。�

　
琉
球
政
府
文
書
の
中
に
市
町
村
合
併

促
進
協
議
会
長
よ
り
行
政
主
席
に
宛
て

た
答
申
書
が
あ
り
ま
す
。（R

0
0
0
0
2
6
0
0
B

）�

QAQA

QA

  
　
平
成
十
七
年
三
月
、
当
館
所
蔵
資
料
を

使
用
し
て
『
銘
苅
正
太
郎
関
連
資
料
集
』

が
伊
是
名
村
教
育
委
員
会
よ
り
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
平
成
十
四
年
五
月
、

東
京
在
住
の
銘
苅
マ
キ
氏
よ
り
銘
苅
正
太

郎
氏
の
辞
令
書
・
証
書
等
六
十
八
点
が
当

館
へ
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
し
た
も
の

で
す
。
当
館
で
は
、
整
理
・
登
録
し
、
一

般
の
利
用
に
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
寄
贈
の
労
を
取
っ
て
下
さ
っ
た
名
嘉

正
八
郎
氏
の
解
説
と
写
真
資
料
に
よ
り
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。�

 
 

銘
苅
正
太
郎
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
年
）
十
一
月
三
日
、
伊
平
屋
島
伊
是
名

村
で
生
ま
れ
、
明
治
三
十
七
年
、
二
十
八

歳
の
と
き
医
師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

福
島
県
岩
瀬
郡
立
病
院
、
山
梨
県
立
病
院

な
ど
各
地
で
医
師
を
務
め
、
大
正
四
年
か

ら
東
京
の
岸
病
院
で
耳
鼻
咽
喉
科
の
専
門

的
な
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
政

治
家
で
医
者
の
後
藤
新
平
と
出
会
い
、
親

交
を
深
め
ま
し
た
。
後
藤
の
勧
め
で
東
京

市
麻
布
に
耳
鼻
咽
喉
科
「
長
生
医
院
」
を

開
院
し
、
医
者
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ

ら
、
沖
縄
県
民
の
た
め
に
物
心
両
面
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
昭
和
八

年
井
野
知
事
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
沖
縄

県
振
興
十
五
年
計
画
」
に
は
、
日
頃
親
交

の
厚
か
っ
た
後
藤
新
平
や
高
橋
是
清
な
ど

当
時
の
日
本
の
政
界
上
層
部
に
直
接
沖
縄

の
窮
状
を
訴
え
、
援
助
を
要
請
す
る
な
ど

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回
紹

介
さ
れ
た
辞
令
書
・
証
書
な
ど
は
、
異
郷

の
地
に
お
い
て
医
業
の
傍
ら
郷
里
沖
縄
の

た
め
に
尽
力
し
た
銘
苅
正
太
郎
の
生
涯
を

窺
い
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
後
藤
新

平
や
犬
養
木
堂
（
毅
）
か
ら
贈
ら
れ
た
書

な
ど
は
、
そ
の
親
交
の
厚
さ
を
物
語
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。�

後藤新平(1857～1929　医師・政治家。岩手県出身、台湾総督府民

政局長、初代満鉄総裁、歴代内閣の逓相、内相、外相を歴任)は銘苅

氏の仕事ぶりに関心して援助を惜しまなかった。医院名(長生医院)も

後藤が命名した。�

「長生医院」後藤新平の書(大正10年)　0000010117

う
か
が�



　琉球政府文書は、沖縄の戦後復興期の歴史を物語る貴重な資料です。1972年、琉球政府の閉庁にともない

これらの行政文書は沖縄県に引き渡され保存されることになりました。その後、琉球政府文書は度々水害や

虫菌類による被害を受け、現在残されている15万簿冊余（土地所有申請書等を除く）の資料の中には今まさ

に朽ちる寸前のものも少なくありません。�

　そこで、当館では、平成15･16年度にわたって琉球政府文書の保存対策を進めるため、簿冊１点１点の保存

状態を調べました（この調査は沖縄県緊急地域雇用創出特別事業により実現）。その結果、調査した簿冊総数

149,460冊のうち利用できないほど劣化している資料172冊、また利用に際して慎重を期すものや一部文字が

判読できないほど褪色している資料2,106冊を特定することができました。調査ではさらに個々の簿冊に含ま

れる青焼きや湿式コピー、写真等の分量の多少や、カビ、虫食い、泥や埃による汚損、サビ、セロハンテー

プによる汚損、綴りの崩れ、貼紙の剥離、紙の折れや破れ、水濡れの痕、インク焼け、フォクシング等をチ

ェックしました。これらの情報はデータベース化され、後に保存処置や修復、複製等の計画をたてるために

活用されます。�

　一方、平成15年度には琉球政府文書の素材調査を実施しました。この調査では、文書を構成している紙の

素材や性質、保存状態、筆記具の種類、その他の劣化要因等をサンプリングして記録し、さらに紙の強度試

験を行って将来の劣化予測を試みました。その結果、琉球政府文書の多くはざら紙やトレーシングペーパー

等の下級紙を多く含み、長期保存には不向きな材質であることがはっきりしました。それでもこれらを将来

にわたって保存するにはどういう手当を施すべきか、現在検討しているところです。�

　そこで、今回から３回にわたり、上記２つの調査結果をもとに琉球政府文書の現状とこれからの保存対策

についてご紹介したいと思います。�

　これらの資料は、まず応急処置を施した後、各々の劣化状況に応じて保存処置や修復、複製の作

成等を行っていきます。これまで利用できなかった資料を１日も早く利用していただけるよう、よ

り効果的な方法を検討しその準備を始めたところです。�

（修復士：大湾ゆかり）�

　現在、琉球政府文書の中には下の写真のように利用できないほど著しく劣化しているものが相当
数含まれています。文書を傷めた主な原因には、カビやシロアリ等の被害、金具やセロハンテープ
等による浸食、または素材自身の問題等がありますが、いずれにせよ長期間湿気の多いじめじめし
た環境に置かれていたことで急速に劣化が進んだものと思われます。�

表紙からはみ出した紙の劣化�

→修復して紙の強化を図る。�

セロハンテープによる汚損�

→粘着物質を除去し、破損箇所
　を修復する。�

湿式コピーの銀鏡化現象�

→現状以上の反応が進む前にマイ
　クロ撮影等で複製を作成する。�

金属製ファスナーによるサビの害�

→焼けた部分を取り除き、修復
　する。�

シロアリの被害�

→クリーニングし欠損部分を修
　復する。�

カビの被害�

→クリーニングと滅菌処理を行
　う。�
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入館無料�

開館時間　9：00～17：00�
（閲覧請求は16：30まで）�

休館日�
・毎週月曜日�
・国民の祝日である休日�
  (月曜日にあたる場合はその翌日)�

・６月23日慰霊の日�
  (月曜日にあたる場合はその翌日)�

・12月28日～１月４日�
・特別整理期間 (年間20日以内)

閲覧室の利用方法�

○書庫内にある資料を閲覧申請する際には「利用証」が必要です。

　「利用証」の発行にあたっては住所等の確認ができる身分証明

　書(運転免許証や学生証等)の提示をお願いします。参考資料

　室の資料を利用する際には閲覧申請の必要はありません。�

○閲覧室での筆記用具は鉛筆をご使用ください。鉛筆やメモ用

　紙等は閲覧室に用意してあります。�

○原則として資料の館外貸出は行っていません。閲覧及び複写

　でご利用ください。（複写は実費を頂きます。）�

○鞄等の所持品はロッカー(無料)にお預けください。�

交通の案内�
　バスをご利用の方は新川バス停下車　徒歩１分�
　・那覇バス（株）　市内線１番�
　・東陽バス（株）　91番�

沖縄県公文書館だより�
発行日�
発　行�
編　集�

第28号�
アーカイブズ�

平成17年６月30日�
沖縄県公文書館�
財団法人沖縄県文化振興会 公文書管理部�
〒901-1105 沖縄県南風原町字新川148-3�
TEL 098（888）3875　FAX 098（888）3879�
URL http://www.archives. pref. okinawa . jp

映写会Ⅱ 「沖縄戦関係映像フィルム」�
   当館が、これまで収集した沖縄戦に関する映像資料を
紹介します。�

�

日時　平成17年８月５日(金)�
　    　午後６時～６時30分�

場所　沖縄県公文書館 講堂�

　　　(入場無料)

講演会 「戦場彷徨十四日間」�

講座Ⅰ 「冊封体制と琉球王国」�
　 400年余にわたる冊封体制のもとで築かれた琉球と中

国との関係を３回にわたって解説します。�

（※電話予約が必要です。）�

講師　赤嶺 守（琉球大学教授）�

日時　平成17年６月30日(木)�

　　　　　　　 ７月７日(木)�

　　　　　　　 ７月14日(木)（全３回）　午後６時半～８時�

場所　沖縄県公文書館 講堂(入場無料)

資料保存講習会 「資料のクリーニングと防虫対策」�
　大切に保存したい資料は、ちょっとした心配りや取扱い

方で長持ちさせることができます。講習会では、最新の防

虫対策情報を紹介し、紙資料の簡単なクリーニング方法に

ついて実習を行います。（※電話予約が必要です。）�

講師　大湾ゆかり（(財)沖縄県文化振興会修復士）�

日時　平成17年８月10日(水)�

会場　沖縄県公文書館 講堂�

定員　40名�

　1945年６月、糸満で負傷し、米軍に収容されるまで戦場

を彷徨った体験を中心に語っていただきます。�

講師　船越 義彰（作家）�

日時　平成17年８月５日(金)�

　     午後６時半～８時�

場所　沖縄県公文書館 講堂(入場無料)

沖縄自
動車道

環
状
２
号
線

●�
金城ダム�

●�
識名園�

那覇IC

←識名�

上間交差点� 兼城交差点�

与那原→�

与那原→�

●沖縄中央育成園�

県
道
2
4
1
号
線

赤字の日は休館日です。�
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